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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表側に遊技領域が形成されると共に、裏側に遊技の進行を司る主制御ＣＰＵを具備して
なる主制御装置が配設されてなる遊技盤と、
　前記遊技盤が着脱可能に取り付けられると共に、入賞に基づく賞媒体の付与制御を行う
賞球制御ＣＰＵを具備してなる賞球制御装置と、該賞球制御装置及び取り付けられた前記
遊技盤に配設された各種装置に電力を供給する電力供給手段と、が配設された遊技枠と、
を備えた遊技機において、
　前記遊技盤は、前記電力供給手段から前記主制御ＣＰＵへの電力供給を行うための遊技
盤側コネクタを設けた遊技盤側中継基板を備え、
　前記遊技枠は、該遊技枠に前記遊技盤が取り付けられた際に、前記遊技盤側コネクタに
接続される遊技枠側コネクタと、前記電力供給手段から前記遊技枠側コネクタへの途中に
配設される逆流防止手段と、該逆流防止手段から前記遊技枠側コネクタへの途中に配置さ
れた分岐点と、該分岐点と前記遊技枠側コネクタとを接続する第１配線と、前記分岐点に
て前記第１配線とは分岐して設けられた第２配線と、該第２配線とは別途設けられて前記
電力供給手段から前記賞球制御ＣＰＵへ電力を供給するための第３配線と、を備え、
　前記電力供給手段は、
　前記遊技枠に前記遊技盤が取り付けられたとき、接続状態となった前記遊技枠側コネク
タ及び前記遊技盤側コネクタを介して、前記遊技盤に配設された主制御ＣＰＵに対し電力
を供給すると共に、前記遊技枠に前記遊技盤が取り付けられていなくても、前記第２配線
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及び前記第３配線を介して前記賞球制御ＣＰＵに対し電力を供給し、
　前記遊技盤側中継基板は、前記主制御ＣＰＵ及び前記賞球制御ＣＰＵへの電力遮断中に
供給される前記主制御装置用及び前記賞球制御装置用のバックアップ電源を生成するため
のバックアップ電源生成手段を備え、
　前記バックアップ電源生成手段は、
　前記遊技盤側コネクタから前記主制御ＣＰＵへの途中に設けられ、前記遊技盤側コネク
タを介して主制御ＣＰＵに供給される前記電力の一部を用いて前記バックアップ電源を生
成すると共に、前記遊技盤側コネクタ、前記遊技枠側コネクタ、前記第１配線、及び前記
第２配線を介して賞球制御ＣＰＵにバックアップ電源を供給すること、
　を特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は遊技機、特にバックアップ電源を備えた遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現状知られるところの遊技機であるパチンコ機は、停電等により電源が遮断されたとし
ても、電源遮断直前の遊技中の情報を電源基板に設けられたバックアップ電源により記憶
可能としている。これにより、電源復帰した場合に、遮断前の状態から再度、継続して遊
技を可能としている。
【０００３】
　また、遊技機の概略構成は、盤面側と内枠側の２つの機構により構成されており、盤面
側の機構は遊技機の機種変更に際して機種毎に変更するが、内枠側の機構は新たな機種と
なった場合でも、その都度、これに対応して変更されることがなく、つまり異なる機種で
共用されるのが一般的であった。
【０００４】
　具体的には、遊技の進行を司る主制御基板（主制御装置）と演出を制御するサブ制御基
板（サブ制御装置）等の、すなわち遊技機毎で異なる制御を行うための基板を盤面側に設
け、一方内枠側には、各種制御基板に向けて電源を供給するための電源基板と、賞球に関
する制御を行うための払出制御基板（賞球制御装置）を設けている。このような従来の遊
技機では、上述したように、バックアップ電源（バックアップ電源生成手段）は電源基板
に備えられているのが一般的である。つまりバックアップ電源は、電源基板（電力供給手
段）を備えてなる内枠側に設けられていることになる。
【０００５】
　ところで、遊技中において、遊技の進行に係る不具合が発生した場合に、遊技機つまり
内枠側の機構から盤面側の機構を取り外して、不具合の原因を究明しなければならない場
合がある。しかしこのような場合、バックアップ電源は上述したように内枠側に設けられ
ているため、盤面側への電源供給が途絶してしまうこととなる。そうすると、主制御基板
に記憶されて且つ、不具合原因の究明対象であるところの、遊技の進行に係る情報は、消
失されてしまうこととなり、当該不具合が発生した遊技機で遊技中だった遊技者に対して
、大きな損害を与えかねなかった。また、当該損害を遊技者に与えることを回避するため
に、不具合を放置しておくわけにもいかず、結果的に対処不能となってしまう、という問
題があった。
【０００６】
　そこで、バックアップ電源を備えてなる電源基板を、内枠側だけでなく、盤面側にも備
えることで、盤面側の機構を内枠側の機構から取り外しても、主制御基板にバックアップ
電源を供給可能とするもの（例えば、特許文献１参照）がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
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【特許文献１】特開２００５－１８５３６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１に記載の遊技機のように、盤面側に電源基板を備えるという
ことは、当然ながら従来の一般的な構成とは異なる基板を新規に設ける必要が生まれる。
この点、近年の遊技機は、盤面側に設けた演出用の可動役物の巨大化、加えて、制御処理
量の飛躍的な増加の影響により、サブ制御基板も巨大化の傾向を辿っており、盤面側に新
たな基板を設置するためのスペースを確保することは極めて困難であった。
【０００９】
　また通常、盤面側の機構は、次々と開発される新たな機種毎で、固有の構成として自由
に設計される。よって、各基板の配設位置に関しても、特に制約されることなく、適宜好
適な位置の決定が自由に為されてきた。したがって、例えバックアップ電源のみをどこか
へ新設するとしても、他の基板の配設位置との関係も考慮しなければならず、基板の配設
位置に係る設計について、相当の制約を受けることは容易に予想できた。
【００１０】
　このような配設位置の問題を解決するために、主制御基板にバックアップ電源を直接設
けるように構成することが、効果的な方策の一つとして考えられる。だが、このような構
成では、取り外した盤面側の機構を構成する主制御基板を、予め不正に確変状態等の有利
な状態を仕込んだ不正な主制御基板に交換出来てしまう危険性が有り、安易に採用出来る
方策とはいえなかった。
【００１１】
　この点、仮に何らかの手段を講じることで、盤面側におけるバックアップ電源の配設位
置に係る設計がそれほど制約されることなく、且つ、主制御基板にバックアップ電源を直
接設けることがない構成を実現出来たとすると、バックアップ電源を該盤面側と内枠側の
双方に備えることは過剰設備であるため、重要性の高い盤面側のバックアップ電源のみに
一本化される可能性は極めて高い。
【００１２】
　さて、そのような構成を採用した場合、盤面側の機構を内枠側の機構に取り付けた状態
において、上述したように主制御基板へのバックアップ電源は確保されているが、内枠側
に設けられた払出制御基板へは、バックアップ電源が供給されない。このため、電源遮断
直前の未払出に係る情報等がバックアップされずに消失（揮発）してしまい、遊技者に不
利益を被らせるという虞があった。
【００１３】
　また仮に、盤面側のバックアップ電源の生成手段から主制御基板に向けてバックアップ
電源を送電する配線の途中から分岐して、且つ払出制御基板に向けてバックアップ電源を
送電するための専用の配線を設けた場合には、盤面側の機構を内枠側の機構に取り付けた
状態で電源投入すると、バックアップ電源生成用の電源が、電源基板から払出制御基板と
主制御基板に向けて、供給される構成となる。しかし、このような構成としたとしても、
以下のような問題が生じる。つまり、例えば従来、払出制御基板に設けられたＣＰＵには
、電源が供給された場合、少なくとも、ＩＣ駆動用電源と、バックアップ電源端子にバッ
クアップ電源生成用の電源が供給されるように構成されてきた。しかし、このような構成
の場合、盤面側の機構を内枠側の機構から取り外すと、バックアップ電源端子にバックア
ップ電源生成用の電源が供給できないため、正常ではない供給状態となってしまい、不具
合が発生する可能性があった。
　さらに換言すれば、遊技機の開発の途上で、盤面を取り外して内枠のみの性能検証を行
う際等において、盤面側の機構を内枠側の機構から取り外した上で電源を投入する場合が
ある。そのような場合、上述した払出制御基板へバックアップ電源を送電するための専用
の配線は、内枠と盤面の接続部分（例えば、枠側ドロワと盤面側ドロワの接続箇所）にて
、内枠側の配線と盤面側の配線に分断されることになる。その様な状態では、当該内枠側
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の配線（バックアップ電源端子）は、電気的に開いた（開放された）状態となっているた
め、このときに電源を投入すると、電源基板から払出制御基板へは駆動用電源が供給され
るが、一方、払出制御基板に接続された上記内枠側の配線（バックアップ電源端子）は、
開放されていることで電圧が不定となってしまい、不具合が発生する虞があり、開発が滞
ってしまうといった問題があった。
【００１４】
　そこで、本願発明は上記課題に鑑みなされたものであり、バックアップ電源を盤面側の
機構に設けると共に、盤面側の機構を内枠側の機構から取り外した状態において、電源投
入した時に、不具合が発生することを防止しつつ、盤面側の機構を内枠側の機構に取り付
けた状態において、主制御基板および払出制御基板のバックアップを可能とすることを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記課題に鑑みなされた請求項１に記載の発明は、表側に遊技領域が形成されると共に
、裏側に遊技の進行を司る主制御ＣＰＵを具備してなる主制御装置が配設されてなる遊技
盤と、遊技盤が着脱可能に取り付けられると共に、入賞に基づく賞媒体の付与制御を行う
賞球制御ＣＰＵを具備してなる賞球制御装置と、該賞球制御装置及び取り付けられた遊技
盤に配設された各種装置に電力を供給する電力供給手段と、が配設された遊技枠と、を備
えた遊技機に関するものである。
【００１６】
　この遊技機では、遊技盤は、電力供給手段から主制御ＣＰＵへの電力供給を行うための
遊技盤側コネクタを設けた遊技盤側中継基板を備え、遊技枠は、該遊技枠に遊技盤が取り
付けられた際に、遊技盤側コネクタに接続される遊技枠側コネクタと、電力供給手段から
遊技枠側コネクタへの途中に配設される逆流防止手段と、該逆流防止手段から遊技枠側コ
ネクタへの途中に配置された分岐点と、該分岐点と遊技枠側コネクタとを接続する第１配
線と、分岐点にて第１配線とは分岐して設けられた第２配線と、該第２配線とは別途設け
られて電力供給手段から賞球制御ＣＰＵへ電力を供給するための第３配線と、を備え、電
力供給手段は、遊技枠に遊技盤が取り付けられたとき、接続状態となった遊技枠側コネク
タ及び遊技盤側コネクタを介して、遊技盤に配設された主制御ＣＰＵに対し電力を供給す
ると共に、遊技枠に遊技盤が取り付けられていなくても、第２配線及び第３配線を介して
賞球制御ＣＰＵに対し電力を供給し、遊技盤側中継基板は、主制御ＣＰＵ及び賞球制御Ｃ
ＰＵへの電力遮断中に供給される主制御装置用及び賞球制御装置用のバックアップ電源を
生成するためのバックアップ電源生成手段を備え、バックアップ電源生成手段は、遊技盤
側コネクタから主制御ＣＰＵへの途中に設けられ、遊技盤側コネクタを介して主制御ＣＰ
Ｕに供給される電力の一部を用いてバックアップ電源を生成すると共に、遊技盤側コネク
タ、遊技枠側コネクタ、第１配線、及び第２配線を介して賞球制御ＣＰＵにバックアップ
電源を供給する。
【００１７】
　このように構成することにより、遊技枠への遊技盤の取り付けによって、遊技枠側コネ
クタと遊技盤側コネクタが接続状態となることで、遊技枠に配設された電力供給手段から
遊技盤に配設された主制御装置の主制御ＣＰＵに対して、電力の供給を可能とし、さらに
、遊技盤に設けられると共に遊技盤側コネクタを設けた遊技盤側中継基板に、主制御装置
用のバックアップ電源を生成するためのバックアップ電源生成手段を備えたことで、遊技
盤を遊技枠から取り外した場合でも、主制御装置の主制御ＣＰＵが記憶する情報を保持す
ることができる。
【００１８】
　また、遊技枠における遊技枠側コネクタの配設位置は、遊技機の種別が異なっても概ね
固定されるので、該遊技枠側コネクタに接続されることとなる遊技盤側コネクタの位置、
延いては該遊技盤側コネクタを具備する遊技盤側中継基板の配設位置や、種別、大きさ等
は、自ずと遊技盤の限られた領域内で配置可能な条件に限定される。このため、バックア
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ップ電源生成手段を該遊技盤中継基板に搭載することで、遊技機の開発の都度、バックア
ップ電源生成手段を搭載する位置や搭載する基板の種別等を逐一検討する煩雑な作業を省
略することができ、常にバックアップ電源生成手段の配設位置を固定することができる。
【００１９】
　また、このように構成することにより、盤面側の機構を内枠側の機構から取り付けた状
態において、主制御装置の主制御ＣＰＵへのバックアップ電源を確保しつつ、内枠側に設
けられた賞球制御装置の賞球制御ＣＰＵへのバックアップ電源も供給されるので、電源遮
断直前の未払出に係る情報等がバックアップされずに消失（揮発）してしまうことによっ
て遊技者に不利益を被らせることを防止出来る。
【００２０】
　また、このように構成することにより、盤面側の機構を内枠側の機構から取り外した状
態において、つまり内枠単体の状態で、電源投入した場合でも、賞球制御ＣＰＵに接続さ
れる第２配線（バックアップ電源端子）には、電源基板１０６５から、ダイオード１１０
０、および分岐点を経由して、電源を供給することができる。
【００２１】
　更に、このような構成によって、電力供給手段と賞球制御ＣＰＵを具備してなる賞球制
御装置を含む回路は、電力供給手段から賞球制御ＣＰＵへ電源を供給する第３配線に加え
て、逆流防止手段と、分岐点と、賞球制御ＣＰＵにバックアップ電源を供給する第２配線
（バックアップ電源端子）と、によって回路が閉じた構成となる。したがって、賞球制御
ＣＰＵにバックアップ電源を供給する第２配線の電圧（電位）が不定とならず（ふらつき
を起こさず）、意図しない挙動となって不具合が発生するといった虞が無いため、開発段
階における内枠の性能検証等を確実に行うことが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の第１実施形態に係る遊技機の前側斜視図である。
【図２】第１実施形態に係る前記遊技機の遊技枠を示す概略正面図である。
【図３】第１実施形態に係る前記遊技機の遊技盤の正面図である。
【図４】第１実施形態に係る前記遊技盤の裏面図および下方から見た下面図である。
【図５】第１実施形態に係る前記弾球遊技機の後側斜視図である。
【図６】図２のＡ－Ａ線に沿う断面図で、第１実施形態に係る遊技枠に遊技盤を組付ける
作業を段階的に示す説明図である。
【図７】図６に示す第１実施形態に係る遊技枠への遊技盤の組付け作業の要部を表す拡大
図である。
【図８】第１実施形態に係る遊技枠と遊技盤とを電気的に接続するドロワコネクタを示す
もので、その上面図、正面図、側面図である。
【図９】図９（ａ），（ｂ），（ｃ）は移動可能に設けられた第１実施形態に係る前記ド
ロワコネクタの移動を示す正面図、図９（ｄ），（ｅ），（ｆ）は第１実施形態に係る前
記ドロワコネクタの移動を示す側面図である。
【図１０】第１実施形態に係る前記弾球遊技機の電気構成図である。
【図１１】第１実施形態に係る電源基板に関する第１の電気配線図である。
【図１２】第１実施形態に係る電源基板に関する第２の電気配線図である。
【図１３】第１実施形態に係る電源基板に関する第３の電気配線図である。
【図１４】第１実施形態に係る主制御基板に関する電気配線図である。
【図１５】第１実施形態に係るサブ制御基板に関する電気配線図である。
【図１６】第１実施形態に係るドロワコネクタの接続端子の配置を示す図である。
【図１７】第１実施形態に係る前記遊技機に複数設けられた前記ドロワコネクタの配置を
示す図である。
【図１８】図１７に対応する第１実施形態に係る前記ドロワコネクタの他の配置を示す図
である。
【図１９】第２実施形態に係る電源基板に関する第１の電気配線図である。
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【図２０】第２実施形態に係る電源基板に関する第２の電気配線図である。
【図２１】第２実施形態に係る主制御基板に関する電気配線図である。
【図２２】第２実施形態に係るドロワコネクタの接続端子の配置を示す図である。
【図２３】第３実施形態に係る課題を説明するための前記弾球遊技機の概略電気配線図で
ある。
【図２４】第３実施形態に係る前記弾球遊技機の概略電気配線図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施形態について図面を用いて説明する。なお、本発明の実施の形態は
、下記の実施形態に何ら限定されることなく、本発明の技術的範囲に属する限り種々の形
態を採り得る。
　なお、以下の各図面を参照した説明において、方向、向き及び位置関係等を示す場合に
は、遊技機設置島設備に設置されて且つ遊技者に対向して位置するパチンコ機１（図１に
示す状態）を基準として、向かって右方向を、右、右側、右側方、右側方向、右方向等と
して説明する。
　また、向かって左方向を、左、左側、左側方、左側方向、左方向等として説明する。
　また、パチンコ機１（図１に示す状態）を基準として、天井方向を、上、上側、上方、
上方向等として説明する。
　また、パチンコ機１（図１に示す状態）を基準として、床方向を、下、下側、下方、下
方向等として説明する。
　また、パチンコ機１（図１に示す状態）を基準として、遊技者（手前）側の方向を、前
、前側、前方、前方向、手前、手前側、手前側方向、表、表側、表方、表方向等として説
明する。
　また、パチンコ機１（図１に示す状態）を基準として、遊技機設置島設備の内部側の方
向を、後、後側、後方、後方向、奥、奥側、奥方、奥方向、裏、裏側、裏方、裏方向等と
して説明する。
　このように、以下の図面説明では、個々に視点および視座が変化しても、該規定した方
向に関する用語に基づいて説明を行うものとする。なお、部位の説明において、上記記載
の用語に「部」や「面」等の用語を複合して記載した場合でも、方向に関しては、無論上
記規定に遵うものである。
【００２４】
　［第１実施形態］
　本発明を適用した遊技機であるパチンコ機を説明する。図１に示すように、パチンコ機
１は、縦長の固定外郭保持枠をなす外枠１０にて構成の各部を保持する構造としてある。
　外枠１０には、左側の上下の位置に設けたヒンジ１０５，１０５を介して、パチンコ機
前面の意匠枠２０および内枠３０（遊技枠）が開閉可能に設けられている。意匠枠２０の
枠内には板ガラス２００が嵌め込まれており、板ガラス２００の奥には前記内枠３０に組
付けられた遊技盤４０が設けられている。尚、意匠枠２０は外枠１０に限らず内枠３０に
ヒンジを設けてこれにヒンジ結合される構成でもよい。
【００２５】
　意匠枠２０の上部には遊技状態に応じて発光する枠側装飾ランプや遊技の異常を報知す
るＬＥＤ類を備えた装飾部２１０が設けられている。また意匠枠２０の上部の左右両側位
置にはそれぞれスピーカ部２１１，２１２が設けられ、これらは内蔵されたスピーカより
出力される遊技音を透過する構成で、前記遊技音により遊技の趣向性を向上させる。
　意匠枠２０の下半部には、賞球や貸し球として払い出された遊技球を遊技盤４０の遊技
領域４１へ向けて発射する発射待ちの遊技球として貯留する上皿２２と下皿２３とが一体
に形成されている。上皿２２には右側に貸出ボタン２２１、精算ボタン２２２および残高
表示器２２３が設けられている。また中央には演出ボタン２２５が設けられている。
【００２６】
　下皿２３は上皿２２から溢れた遊技球を受ける構成で、球抜きレバーの操作により下皿
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２３に溜まった遊技球を遊技施設に備えられた別箱(ドル箱)に移すことができる。
　下皿２３の右側には発射ハンドル２４が設けられ、該発射ハンドル２４を時計回りに操
作することにより発射基板が作動して、上皿２２から供給された遊技球が遊技盤４０の遊
技領域４１に向けて発射される。
【００２７】
　尚、図中、２５は、意匠枠２０および内枠３０を外枠１０にロックするシリンダ錠であ
り、該シリンダ錠２５に所定の鍵を挿入し、鍵を時計回りに操作して前記内枠３０を開放
するようになし、反時計まわりの操作により意匠枠２０を開放する。
【００２８】
　図２は前記意匠枠２０の無い状態における内枠３０と、これに組付けた遊技盤４０とを
示す概略正面図である。遊技盤４０を支持する内枠３０は金属フレームからなり、上縁お
よび下縁をなす上枠部３０１、下枠部３０２と、左右の縦枠部３０３，３０４とを備え、
その外形寸法は前記外枠１０の枠内寸法に合わせてあり、外枠１０に一方の縦枠部３０３
（図の左側）が前記ヒンジ１０５、１０５によりヒンジ結合されて開閉可能である。
　なお、以下の説明において、一方とは、パチンコ機１を前方から視たときの、向かって
左方向を意味する。
【００２９】
　内枠３０はその枠内に組付けた遊技盤４０を、一方の縦枠部３０３の上下に設けられた
サポート部材５３，５３により遊技盤４０の一方の側縁４０３の上下位置を係合保持する
とともに、上枠部３０１および下枠部３０２に設けられたロック部５４，５４により他方
の縦枠部３０４（図の右側）寄りの位置で遊技盤４０の上縁および下縁をロックする。
　なお、以下の説明において、他方とは、パチンコ機１を前方から視たときの、向かって
右方向を意味する。
【００３０】
　内枠３０の上枠部３０１には、左右両端のコーナー部内に左右一対のスピーカ５１１，
５１２が設けられている。
　内枠３０の下枠部３０２はその上下幅が広く、下枠部３０２のほぼ中央位置には遊技盤
４０へ向けて遊技球を発射する発射装置５２が設置されている。尚、図略ではあるが、発
射装置５２の設置位置に応じ、前記上皿２２はその左右幅方向の中央より遊技球を取り込
んで発射装置５２へ送るように構成されている。
【００３１】
　また内枠３０の下枠部３０２には前記意匠枠２０の上皿２２へ賞球又は貸し球としての
遊技球を払い出す払出口５５と、前記上皿２２の満杯時に上皿２２から溢れた遊技球を前
記下皿２３へ流下せしめる流下通路５６、および溢れた遊技球を下皿２３へ払い出す溢れ
球口５７が設けられている。尚、払出口５５にはこれを開閉可能な仕切板５５１が、溢れ
球口５７にはこれを開閉可能な仕切板５７１が各々設けられており、通常、仕切板５５１
および５７１は開放しており遊技球供給通路６３と上皿２２、溢れ球口５７と下皿２３と
が連通している。意匠枠２０が開放されると仕切板５５１および５７１を閉じて前記払出
口５５、溢れ球口５７から遊技球がこぼれないようにしている。
【００３２】
　図３は遊技盤４０の正面図であり、遊技盤４０には外レール４０１と内レール４０２と
によって囲まれた略円形の遊技領域４１が形成されている。遊技領域４１には、その中央
部に表示枠飾りたるセンターケース４１１（装飾役物）が装着され、その内部には大型の
演出図柄表示装置４１２が設置されている。演出図柄表示装置４１２の左横には普通図柄
(以下、単に普図という)の始動口４１３が設置されている。始動口４１３は遊技球が通過
可能なゲートで構成されている。始動口４１３は普図の当否抽選を実行する始動口であり
、始動口４１３を遊技球が通過すると普図の当否抽選用の複数種類の乱数が抽出され、抽
出された乱数に基づいて当否判定が行なわれる。
【００３３】
　演出図柄表示装置４１２の直下位置には、遊技球の入球により特別図柄(以下、単に特
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図という)の当否抽選の起因となる特図始動口４１４が配設されている。特図始動口４１
４は前記普図の当否抽選が当選したときに開放される普通電動役物（可動役物）からなる
。特図始動口４１４へ遊技球が入球すると複数種類の乱数が抽出され、抽出された乱数は
特図の保留記憶として記憶される。そして、これらの乱数に基づいて特図の当否抽選が行
われる。
【００３４】
　前記特図始動口４１４の下方位置には、特図の当否抽選が当選となって当り遊技に移行
したときに開放される特別電動役物（可動役物）からなる大入賞口４１５が配設されてい
る。
【００３５】
　また特図始動口４１４の左右両横には、複数の普通入賞口４１６が配設されている。
　遊技盤４０の下端の他方の側縁４０４寄りの位置には内レール４０２の外周沿いに、普
図や特図の保留記憶数、普図の当否、特図の表示、および確変や時短の表示など遊技状態
に関する表示等が配設され、遊技の状態を報知する装飾役物たる遊技状態報知装置４１７
が設けられている。
　尚、遊技領域４１には多数の遊技釘が植設されており、盤面最下部にはアウト口４１８
が設けられている。
【００３６】
　図４は遊技盤４０の裏面図および下面図を示すもので、遊技盤４０の裏面には、その下
端部に遊技全般の制御（遊技の進行）を司る主制御基板８０が設置され、裏面ほぼ中央に
サブ制御基板として前記演出図柄表示装置４１２を制御する演出図柄制御基板８２や、音
声、ランプ類の制御等を司るサブ統合基板８３、および図示しない遊技盤４０を貫通する
前記特図始動口、大入賞口などの可動役物や前記センターケース、遊技状態報知装置など
の装飾役物の部品類が設置されている。
　尚、主制御基板８０、演出図柄制御基板８２、サブ統合制御基板８３はそれぞれ専用の
基板ケースに収納された状態で遊技盤４０の裏面に取付けられている。またこれ等、遊技
盤の４０の裏面に設置された基板類や部品類は全体的に合成樹脂からなるカバー部材４２
０で被覆されている。
【００３７】
　遊技盤４０の裏面下端部の他方の側縁４０４寄りの位置には、遊技盤４０側の主制御基
板８０、演出制御基板８２、サブ統合基板８３等と、内枠３０側に設けられた後述の電源
基板や他の制御基板等とを電気的に接続する盤側第１ドロワコネクタ７１Ａ、盤側第２ド
ロワコネクタ７２Ａ、および盤側第３ドロワコネクタ７３Ａが設けられている。これらの
コネクタ７１Ａ，７２Ａ，７３Ａは、遊技盤４０の幅方向（パチンコ機の幅方向）に沿う
横向きの状態でコネクタ支持部７０１に取付けられ、前記カバー部材４２０の裏面より後
方へ向けて突設されている。
【００３８】
　図５はパチンコ機１の裏面側を示す斜視図で、パチンコ機１の裏面側には、内枠３０の
裏面上端部に球タンク６１が設けられている。球タンク６１は図略の遊技施設の島設備か
ら供給される遊技球を受ける。球タンク６１にはタンクレール６２が連結され、該タンク
レール６２を介して遊技球を、内枠３０の裏面の一方の側縁に沿って縦方向に設けられた
遊技球供給通路６３へ送出すように構成されている。尚、内枠３０の裏面上端部には一方
の側端部に外部接続端子板６０が設置されており、タンクレール６２はこれを避けて設け
られている。
【００３９】
　遊技球供給通路６３は、球タンク６１からの遊技球を賞球又は貸し球として上皿２２へ
払い出すものである。遊技球供給通路６３はその下半部に、払い出す遊技球を計数すると
ともに、払出量を制御する払出装置６３ａと、タンクレール６２からの遊技球を払出装置
６３ａへ流下せしめる球通路とを備えている。遊技球供給通路６３は、内枠３０の一方の
縦枠部３０３に設けられたベース部３１を介して設置されている。



(9) JP 6776206 B2 2020.10.28

10

20

30

40

50

【００４０】
　また内枠３０の下枠部３０２の裏面には、電源基板６５や前記払出装置６３ａを制御す
る図略の払出制御基板（賞球制御装置）８１（図１０参照）やその他の構成部品が設置さ
れている。
　内枠３０には、遊技盤４０に設けられた構成部品（制御装置等）の内、少なくとも主制
御基板８０に電力を供給するための電源基板６５を備える。電源基板６５は、遊技盤４０
に設けられた主制御基板８０に限らず、内枠３０に設けられた払出制御基板８１にも電源
供給を行う。
【００４１】
　パチンコ機１の裏面の球タンク６１の下方および遊技球供給通路６３の内側位置で、か
つ内枠３０の下枠部３０２裏面の電源基板６５等の上方位置には、内枠３０に組付けられ
た遊技盤４０の裏面の前記主制御基板８０、演出図柄制御基板８２、サブ統合基板８３、
およびこれ等を覆うカバー部材４２０が収納されている。
【００４２】
　また内枠３０の裏面には、他方の縦枠部３０４の裏面側の位置において、前記遊技盤４
０の裏面の盤側第１、第２および第３ドロワコネクタ（図４の７１Ａ，７２Ａ，７３Ａ）
と対応する位置にそれぞれ、内枠３０側の枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂ、枠側第２ドロ
ワコネクタ７２Ｂ、および枠側第３ドロワコネクタ７３Ｂがコネクタ支持部７０２により
支持されている。そして遊技盤４０側および内枠側の各コネクタ７１Ａ，７１Ｂ，７２Ａ
，７２Ｂ，７３Ａ，７３Ｂがそれぞれ、内枠３０に遊技盤４０が組付けられることで自動
的に接続されている。
【００４３】
　図６に示すように、遊技盤４０の内枠３０への組付け作業は、内枠３０の枠内にその前
方より遊技盤４０を組付けることがなされる。先ず、遊技盤４０はその一方の側縁４０３
を、内枠３０の一方の縦枠部３０３側の枠内にその斜め前方より挿入し、内枠３０に対し
て遊技盤４０が斜めの状態で、前記側縁４０３を前記縦枠部３０３に係合せしめる（図６
（ａ）、（ｂ））。前記係合は図２に示した前記サポート部材５３、５３によりなされる
。前記係合の後、係合した部位を回動中心として、遊技盤４０の他方の側縁４０４を矢印
Ｇ方向に沿って内枠３０の他方の縦枠部３０４側の枠内へ押し込み（図６（ｃ）、（ｄ）
）、前記ロック部５４，５４（図２）によりロックせしめる。
【００４４】
　図７はサポート部材５３により内枠３０の一方の縦枠部３０３に遊技盤４０の一方の側
縁４０３を係合せしめる作業を示す。サポート部材５３には前記縦枠部３０３枠内面から
突出し断面ほぼＶ字形に屈曲形成したバネ材５３１と、該バネ材５３１よりも後方位置で
遊技盤４０の裏面に当接せしめる当接突起５３２が設けられている。
　遊技盤４０はその一方の側縁４０３をサポート部材５３のバネ材５３１と当接突起５３
２との間に斜めに挿入して、遊技盤の前記側縁４０３に設けられた係合溝４３１に前記バ
ネ材５３１を嵌合せしめる（図７（ａ），（ｂ））。そして、遊技盤４０の他方の側縁側
を後方へ押し込むことで、バネ材５３１の先端を前記係合溝４３１内に当接せしめるとと
もに前記当接突起５３２を遊技盤４０の裏面に当接せしめて、バネ材５３１と当接突起５
３２とで遊技盤の一方の側縁を前後に挟み付けて係合保持する（図７ｃ））。
【００４５】
　このように、遊技盤４０は内枠３０に取り付けられると共に、上記取り付けプロセスを
逆に辿ることで取り外しが可能となっている。すなわち、遊技盤４０は内枠３０に着脱可
能に取り付けられるよう構成されている。
【００４６】
　次に盤側第１、第２および第３ドロワコネクタ７１Ａ，７２Ａ，７３Ａと枠側第１、第
２および第３ドロワコネクタ７１Ｂ，７２Ｂ，７３Ｂに関する説明を、図６、図８および
図９に基づき、盤側および枠側の第１ドロワコネクタ７１Ａ，７１Ｂを中心に説明する。
尚、図６には第１ドロワコネクタ７１Ａ，７１Ｂのみを記載しており、図４のコネクタ配
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置とは異なる。
【００４７】
　図６に示すように、枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂは、内枠３０の他方の縦枠部３０４
から後方へこれを延長するように延び、かつ枠内側へ屈曲せしめた断面ほぼＬ字形の金属
厚板からなる前記コネクタ支持部７０２に支持されている。コネクタ支持部７０２にはそ
の内面側に、前記遊技盤４０の組付け作業の押し込み時、遊技盤４０の他方の側縁４０４
側の移動軌跡（矢印Ｇ）の延長線とほぼ直交するように設けられ、パチンコ機の前面の横
幅方向（組付けられた遊技盤４０の前面の横幅方向）に対して他方の側縁側が後方位置と
なるように所定の角度で傾斜する傾斜状の取付面が設けられている。そして該コネクタ支
持部７０２の取付面には枠側の第１ドロワコネクタ７１Ｂが前記移動軌跡に向け、前記傾
斜状に設置されている。尚、図略の枠側第２および第３ドロワコネクタ７２Ｂ，７３Ｂも
第１ドロワコネクタ７１Ｂと同様、前記コネクタ支持部７０２の取付面に前記傾斜状に設
置されている。
【００４８】
　内枠３０側の枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂに対応して遊技盤４０の裏面には、前記カ
バー部材４２０に設けられた断面ほぼＬ字形のコネクタ支持部７０１の後面に、前記内枠
３０側と同様な傾斜状の取付面が設けられている。そして該取付面には後述の盤枠配線中
継端子板（９２）が設置固定され、該盤枠配線中継端子板に盤側第１ドロワコネクタ７１
Ａが前記移動軌跡に向け、前記傾斜状に設置されている。尚、図略の盤側第２および第３
ドロワコネクタ７２Ａ，７３Ａも第１ドロワコネクタ７１Ａと同様、前記コネクタ支持部
７０１の盤枠配線中継端子板に前記傾斜状に設置されている。
【００４９】
　図８，図９に示すように、遊技盤４０側の盤側第１ドロワコネクタ７１Ａはオス型で、
長方形状のベース部７１１の中央に、接続凸部７１２を備える。接続凸部７１２にはその
両端に角柱状のガイド部７１３，７１３が立設され、両ガイド部７１３，７１３間に複数
の接続端子（ピン）が並設されている。例えば、第１ドロワコネクタ７１Ａは、上下２段
に８ピンずつの接続端子を備え、合計で１６ピンの接続端子を有する。
　両ガイド部７１３，７１３は先端が前記接続端子より突出しており、ガイド部７１３，
７１３の先端は先細りのテーパー状をなす。
【００５０】
　盤側第１ドロワコネクタ７１Ａにはベース部７１１の両端に取付マウント部材７１４，
７１４が設けられている。これら取付マウント部材７１４，７１４は、盤側第１ドロワコ
ネクタ７１Ａを前記コネクタ支持部７０１の前記端子板の表面に沿って上下左右に若干移
動できるようにフローティイング状態に取付けるものである。これら取付マウント部材７
１４，７１４にねじ部材をＮ，Ｎを貫通せしめて前記支持部７０１の前記端子板に締結し
て、これにより盤側第１ドロワコネクタ７１Ａは前記端子板沿いに上下左右に移動可能に
取付けられている（図９の矢印ｘ，ｙ方向）。盤側第１ドロワコネクタ７１Ａはその長手
方向をパチンコ機の横幅方向に沿う横向きとし、上下２段の前記複数の接続端子が横方向
に並設する状態に取付けられている。尚、盤側第２および第３ドロワコネクタ７２Ａ，７
３Ａも盤側第１ドロワコネクタ７１Ａと同様である。
【００５１】
　一方、内枠３０側の枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂはメス型で、ベース部７２１に盤側
第１ドロワコネクタ７１Ａの接続凸部７１２を嵌入する接続凹部７２２を備える。接続凹
部７２２内には、盤側第１ドロワコネクタ７１Ａの複数の接続端子と同数の接続端子が設
けられている。枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂは盤側のコネクタ７１Ａに対応して、内枠
３０側のコネクタ支持部７０２の取付面締結固定されている。尚、枠側第２および第３ド
ロワコネクタ７２Ｂ，７３Ｂも第１ドロワコネクタ７１Ｂと同様である。
【００５２】
　このように盤側第１、第２および第３ドロワコネクタ７１Ａ，７２Ａ，７３Ａと、枠側
第１、第２および第３ドロワコネクタ７１Ｂ，７２Ｂ，７３Ｂとは、前記内枠３０への遊
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技盤４０の組付け作業の押し込みにより遊技盤４０が内枠３０の所定位置となったときに
自動的に接続されて作業手間が掛からない。
【００５３】
　更に、盤側第１、第２および第３ドロワコネクタ７１Ａ，７２Ａ，７３Ａと、枠側第１
、第２および第３ドロワコネクタ７１Ｂ，７２Ｂ，７３Ｂとは、互いに前記遊技盤４０の
移動軌跡Ｇに沿う方向に設けたこと、遊技盤４０側の盤側第１、第２および第３ドロワコ
ネクタ７１Ａ，７２Ａ，７３Ａを上下左右に移動可能に取付けたので接続されるコネクタ
間に位置ズレがあってもこの位置ズレが吸収、修正され、遊技盤４０側のコネクタの接続
凸部７１２が内枠３０側のコネクタの接続凹部７２２に嵌入する際にこじれが起きたり異
常な荷重が生じないため、スムーズな接続ができる。尚、接続凸部７１２を接続凹部７２
２に嵌入する際、接続凸部７１２の両ガイド部７１３，７１３の先端テーパーがスムーズ
に嵌入案内する。
【００５４】
　遊技盤４０側および内枠側３０の各コネクタ７１Ａ，７１Ｂ，７２Ａ，７２Ｂ，７３Ａ
，７３Ｂが接続されることにより、遊技盤４０側の主制御基板８０、演出図柄制御基板８
２、サブ統合制御基板８３等と、内枠３０側の電源基板６５、払出制御基板８１等との間
で、電源基板６５からの各種電源電圧を供給する電源線や各種の信号線が電気的に接続さ
れる。
【００５５】
　ところで、盤側および枠側の各コネクタ７１Ａ，７１Ｂ，７２Ａ，７２Ｂ，７３Ａ，７
３Ｂは横向きに配置したので、遊技盤４０を内枠３０へ、一方の側縁４０３を回転中心と
して組付ける際、接続される各ドロワコネクタ７１Ａ，７１Ｂ，７２Ａ，７２Ｂ，７３Ａ
，７３Ｂ内において、前記回転中心側の接続端子と外側の接続端子とでは若干の接続時差
が生じる。本実施形態では各ドロワコネクタ７１Ａ，７１Ｂ，７２Ａ，７２Ｂ，７３Ａ，
７３Ｂを前記傾斜状としたが、十分であるとは言えない。
　そこで接続時に安定した電源電圧の供給や安定した信号の送受信を行なうための本実施
形態における第１ドロワコネクタ７１Ａ，７１Ｂ、第２ドロワコネクタ７２Ａ，７２Ｂ、
第３ドロワコネクタ７３Ａ，７３Ｂ間の配置、および各ドロワコネクタ７１Ａ，７１Ｂ，
７２Ａ，７２Ｂ，７３Ａ，７３Ｂ内においての電源線や信号線を接続する接続端子の配置
について説明する。
【００５６】
　まず、パチンコ機１の電気構成を説明する。図１０に示すように、主制御基板８０、払
出制御基板８１、演出図柄制御基板８２、サブ統合制御基板８３および発射制御基板８４
においては、詳細の図示は省略するが、これらの制御基板はいずれもＣＰＵ、ＲＯＭ、Ｒ
ＡＭ、入力ポート、出力ポート等を備えている。
【００５７】
　主制御基板８０は、外部接続端子板を介して遊技施設のホールコンピュータと電気的に
接続される。主制御基板８０には、遊技盤中継端子板を介して、特図始動口４１４への入
球を検出する特図始動口ＳＷ、普図始動口４１３への入球を検出する普図作動ＳＷ、大入
賞口４１５への入球を検出するカウントＳＷ、普通入賞口４１６への入賞球を検出する一
般入賞口ＳＷ等の検出信号が入力される。
【００５８】
　主制御基板８０は搭載しているプログラムに従って動作して、上述の検出信号などに基
づいて遊技の進行に関わる各種のコマンドを生成し、払出制御基板８１、演出図柄制御基
板８２およびサブ統合制御基板８３にコマンドを出力することにより、遊技機の遊技を統
括制御する。
　また主制御基板８０は図柄表示装置中継端子板を介して特図表示装置、特図保留数表示
装置、普図表示装置および普図保留数表示装置の表示制御を行なう。
　更に主制御基板８０は、大入賞口４１５の開閉駆動する大入賞口ソレノイドを制御して
大入賞口４１５を開放作動せしめ、特図始動口４１４を開閉する普通電役ソレノイドの作
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動を制御する。
【００５９】
　遊技盤４０側に設置された主制御基板８０は内枠３０側の払出制御基板８１と盤枠配線
中継端子板９２を介して電気的に接続されている。また図略であるが、主制御基板８０へ
の電源やリセット信号やＲＷＭクリア信号も内枠３０側の電源基板６５から前記盤枠配線
中継端子板９２を介して供給される。遊技盤４０側の演出図柄制御基板８２や演出図柄表
示装置４１２、サブ統合制御基板８３の電源やリセット信号は主制御基板８０を介して供
給される。
　尚、主制御基板８０への電源やリセット信号やＲＷＭクリア信号については前記盤枠配
線中継端子板９２を介して供給されるが、払出制御基板８１を介しても良いし、介さなく
ても良い。また、リセット信号やＲＷＭクリア信号は払出制御基板８１を介し、電源は電
源基板６５から盤枠配線中継端子板９２に直接供給しても良い。リセット信号を演出図柄
制御基板８２や演出図柄表示装置４１２、サブ統合制御基板８３に主制御基板８０を介し
て供給しているが、演出図柄制御基板８２や演出図柄表示装置４１２、サブ統合制御基板
８３を盤枠配線中継端子板９２を介して直接供給されるように構成しても良い。また、演
出図柄制御基板８２や演出図柄表示装置４１２、サブ統合制御基板８３にＷＤＴ（ウォッ
チドッグタイマ）を設けて、リセット信号の供給を不要としても良い。
【００６０】
　払出制御基板８１は、裏配線中継端子板を介して内枠３０および意匠枠２０が開放して
いるか否か検出する前面枠（内枠）閉鎖ＳＷ(スイッチ)、意匠枠閉鎖ＳＷや球タンクが空
状態になったことを検出する球切れＳＷ等の検出信号が入力され、裏配線中継端子板およ
び払出中継端子板を介して、遊技球が払い出されたことを検出する払出ＳＷ、遊技球貯留
皿が満杯状態になったことを検出する満杯ＳＷ等の検出信号が入力される。
　払出制御基板８１は、主制御基板８０から送られてくるコマンドに応じて払出モータを
稼働させて遊技球を払い出させる。また、ＣＲユニットと電気的に接続され、精算表示装
置２２３を介して球貸および精算ＳＷ２２１，２２２による貸出要求、精算要求の操作信
号を受け付け、ＣＲユニットとデータを送受し、貸出要求信号に応じて払出モータを稼働
させて貸球を払い出させ、ＣＲユニットに挿入されているプリペイドカードの残高表示を
制御する。
【００６１】
　発射制御装置８４は、発射ハンドルの操作信号、発射停止ＳＷ、発射ハンドルに遊技者
が接触（操作）していることを検出するタッチＳＷ等の検出信号が入力される。払出制御
基板８１を介して主制御基板８０から送られてくるコマンド（タッチＳＷの信号や遊技状
況を反映している）、発射ハンドルの操作信号および発射停止ＳＷの信号に基づいて発射
モータを制御して遊技球を発射および停止させる。
【００６２】
　サブ統合制御基板８３は、音量調節ＳＷや遊技ＳＷなどの検出信号が入力される。主制
御基板８０から送られてくるコマンドに応じて、スピーカを駆動して音声を出力すること
や、各種ＬＥＤや各種ランプの点灯、消灯等を制御する。更に演出図柄制御基板８２へキ
ャラクタなどを表示する擬似演出や特図の擬似図柄の表示態様のコマンドを送信する。
【００６３】
　演出図柄制御基板８２は、ＬＣＤパネルユニットや付属ユニットと共に演出図柄表示装
置４１２を構成している。演出図柄制御基板８２は、サブ統合制御基板８３から送られて
くるコマンドに応じてＬＣＤパネルの表示を制御する。
【００６４】
　図１１ないし図１６に基いて内枠３０側の電源基板６５や払出制御基板８１等と、遊技
盤４０側の主制御基板８０や演出図柄制御基板８２等との電源線および信号線等の接続の
構成を説明する。
　図１１ないし図１３に示したように、電源基板６５には、パチンコ機外部の遊技施設側
からＡＣ２４Ｖ電源が、内枠３０側に設けられた電源中継基板９０および第１中継端子板
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（中継端子板１と図示）９１を介して供給（給電）される。また電源基板６５はグランド
線（ＧＮＤ）がパチンコ機の板金部に接続してある。
【００６５】
　電源基板６５は、ＧＮＤ、電源基板６５が生成したＤＣ１２ＶＡ電源、ＤＣ５ＶＡ電源
、ＤＣ５ＶＢＢ電源を払出制御基板８１へ給電するとともに、ＲＷＭ初期化信号および停
電検出信号１，２を払出制御基板８１へ送信可能に接続されている。
　また電源基板６５は、ＧＮＤ、電源基板６５が生成したＤＣ３２ＶＡ電源、ＤＣ１８Ｖ
Ｂ電源、ＤＣ１２ＶＢ電源、ＤＣ１２ＶＡ電源、ＤＣ５ＶＡ電源、ＤＣ５ＶＢＢ電源を第
１中継端子板９１へ給電するとともに、ＲＷＭ初期化信号および停電検出信号１，２を第
１中継端子板９１へ送信可能に接続されている。
【００６６】
　図１１ないし図１４に示すように、前記各種の電源および前記各種の信号のうち、ＧＮ
Ｄ、ＤＣ５ＶＡ電源、ＤＣ５ＶＢＢ電源、ＤＣ１２ＶＡ電源、ＤＣ３２ＶＡ電源、ＲＷＭ
初期化信号および停電検出信号１，２が第１中継端子板９１を介して枠側第１ドロワコネ
クタ７１Ｂへ接続される。
【００６７】
　これらの電源および信号が接続された枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂの接続端子のピン
配置は図１６（ａ）に示すように構成してある。上下に２段、横方向に８ピンずつ並設さ
れた１６ピンからなる第１ドロワコネクタ７１Ｂには、遊技盤４０を内枠３０に組付ける
際に回転中心となる一方の側縁４０３（３０３）側の端部の上下の１番ピン、２番ピンお
よびこれらに隣接する３番ピン、４番ピンにＧＮＤが接続されている。
【００６８】
　そしてＧＮＤを除く電源および信号の中では最も前記回転中心寄りとなる上下の５番ピ
ン，６番ピンに主制御基板８０のＣＰＵ駆動用の電源であるＤＣ５ＶＡ電源が接続されて
いる。そして７番ピンにメモリバックアップ用のＤＣ５ＶＢＢ電源が、８，９番ピンにＤ
Ｃ１２ＶＡ電源が、１０，１１番ピンにＤＣ３２ＶＡ電源が接続され、更に１２，１３，
１４番ピンにそれぞれＲＷＭ初期化信号および停電検出信号１，２が接続され、１５，１
６番ピンにＧＮＤが接続されている。
　ＤＣ１２ＶＡ電源は遊技球を検出するためのスイッチ類の電源、保留記憶数や特図、普
図を表示するためのＬＥＤ類の表示用等の電源として使用される。ＤＣ３２ＶＡ電源は特
図始動口４１４を開放するためソレノイドや大入賞口４１５を開放するためのソレノイド
等の電源として使用される。
【００６９】
　勿論、枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂと接続される盤側第１ドロワコネクタ７１Ａのピ
ン配置も同様の構成である。
　そして図１４に示すように、遊技盤４０側において盤側第１ドロワコネクタ７１Ａおよ
びこれが取付けられた盤枠配線中継端子板９２を介して、主制御基板８０へ、ＧＮＤ、Ｄ
Ｃ５ＶＡ電源、ＤＣ５ＶＢＢ電源、ＤＣ１２ＶＡ電源、ＤＣ３２ＶＡ電源が供給され、Ｒ
ＷＭ初期化信号および停電検出信号１，２が通信可能に接続される。
【００７０】
　また主制御基板８０は、盤枠配線中継端子板９２に取付けられた盤側第２ドロワコネク
タ７２Ａと複数種類の信号を通信可能に接続されている。
　盤側第２ドロワコネクタ７２Ａの接続端子のピン配置は図１６（ｂ）に示すように構成
してある。上下に２段、横方向に１４ピンずつ並設された２８ピンを有する盤側第２ドロ
ワコネクタ７２Ａには、遊技盤４０の一方の側縁４０３側の端部の上下の１番ピン、２番
ピンにＧＮＤが接続されている。
　そして第２ドロワコネクタ７２Ａの３番ピンから７番ピンには順に、ＢＤ０，１，２，
３信号およびＢＳＴＢ信号が主制御基板８０側から送信可能に接続されている。ＢＤ０、
ＢＤ１、ＢＤ２、ＢＤ３、ＢＳＴＢは、賞球を払い出すために払出制御基板８１に命令を
送る信号である。



(14) JP 6776206 B2 2020.10.28

10

20

30

40

50

　一方、８番ピンから１２番ピンには順に、ガラス枠（意匠枠）開放検出ＳＷ信号、遊技
枠（内枠）開放検出ＳＷ信号、オーバーフローＳＷ信号、シュート球切れＳＷ信号および
払出異常ステータス信号を主制御基板８０側が受信可能に接続されている。更に１３番ピ
ンから２２番ピンには順に、情報１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０信号が主制
御基板８０側から送信可能に接続され、残りの２３番ピンから２８番ピンにはＧＮＤが接
続されている。
【００７１】
　盤側第２ドロワコネクタ７２Ａと接続される枠側第２ドロワコネクタ７２Ｂのピン配置
も同様の構成である。
　そして図１２ないし図１４に示すように前記複数種類の信号は枠側第２ドロワコネクタ
７２Ｂを介して前記第１中継端子板９１に接続され、更に複数種類の信号のうちのＢＤ０
，１，２，３信号、ＢＳＴＢ信号、オーバーフローＳＷ信号、シュート球切れＳＷ信号お
よび払出異常ステータス信号等が払出制御基板８１に通信可能に接続されている。
　また情報１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０信号が外部接続端子板６０へ通信
可能に接続されている。
【００７２】
　図１３および図１５に示すように、電源基板６５で生成されたＤＣ１２ＶＡ電源、ＤＣ
１２ＶＢ電源、ＤＣ５ＶＡ電源、ＤＣ１８ＶＢ電源、ＤＣ３２ＶＡ電源は第１中継端子板
９１より第２中継端子板９３を介して、複数種類の信号とともに枠側第３ドロワコネクタ
７３Ｂへ接続されている。
　これらの電源および信号が接続された枠側第３ドロワコネクタ７３Ｂの接続端子のピン
配置は図１６（ｃ）に示すように構成してある。上下に２段、横方向に１３ピンずつ並設
された２６ピンからなる第３ドロワコネクタ７３Ｂには、前記回転中心となる一方の側縁
４０３（３０３）側の端部の上下の１番ピン、２番ピンＧＮＤが接続されている。これら
に隣接する３，４，５番ピンにはＤＣ１２ＶＡ電源が、６，７，８番ピンにはＤＣ１２Ｖ
Ｂ電源が、９，１０番ピンにはＤＣ５ＶＡ電源が、１１，１２番ピンにはＤＣ１８ＶＢ電
源が、１３，１４番ピンにはＤＣ３２ＶＡ電源が接続されている。そして信号として、１
５，１６番ピンにはそれぞれスピーカ１，２信号が接続され、更に１７番ピンから２４番
ピンには順に演出制御データ１，２，３，４，５，６，７，８信号が接続され、２５，２
６番ピンにはそれぞれＧＮＤが接続されている。
【００７３】
　勿論、枠側第３ドロワコネクタ７３Ｂと接続される盤側第３ドロワコネクタ７３Ａのピ
ン配置も同様の構成である。
　そして図１５に示すように、遊技盤４０側において盤側第３ドロワコネクタ７３Ａおよ
びこれが取付けられた盤枠配線中継端子板９２を介して、演出図柄制御基板８２へ、ＧＮ
Ｄ、ＤＣ１２ＶＡ電源、ＤＣ１２ＶＢ電源、ＤＣ５ＶＡ電源、ＤＣ１８ＶＢ電源、ＤＣ３
２ＶＡ電源が供給され、スピーカ１，２信号、演出制御データ１，２，３，４，５，６，
７，８信号が通信可能に接続される。
　ＤＣ１２ＶＡ電源は演出図柄制御基板８２やサブ統合制御基板８３のＣＰＵを駆動させ
るための３．３Ｖ電源電圧を生成するのに使用され、ＤＣ１２ＶＢ電源は演出用可動役物
の位置を把握するためのスイッチ類、演出用のＬＥＤ類の電源として使用される。ＤＣ５
ＶＡ電源は演出用ＬＥＤ類を制御するためのＩＣ類の電源に使用され、また、ＤＣ１８Ｖ
Ａ電源は演出用ＬＥＤ類の電源として使用され、ＤＣ３２ＶＡ電源は演出用可動役物等を
可動させるためのソレノイドやモータ用の電源として使用される。
　演出制御データ１，２，３，４，５，６，７，８信号は枠側（意匠枠２０に設けられた
ＬＥＤ等を制御するためのものである。
【００７４】
　次に図１７に基いて第１ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）、第２ドロワコネクタ７２Ａ
（７２Ｂ）および第３ドロワコネクタ７３Ａ（７３Ｂ）の配置位置を説明する。尚、図１
７はパチンコ機の正面側から見た第１、第２および第３ドロワコネクタの配置を示す概略
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図で、図面の左側が、遊技盤４０を内枠３０に組付けるときの回転中心となる一方の側縁
に当たる。
【００７５】
　先ず第１ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）と第２ドロワコネクタ７２Ａ（７２Ｂ）とで
は、第１ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）が前記一方の側縁４０３（３０３）寄りの位置
に設置され、第１ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）の右側で、水平方向延長線上に第２ド
ロワコネクタ７２Ａ（７２Ｂ）が設けられている。
　これによれば、遊技盤４０を内枠３０へ組付けることにより第１ドロワコネクタ７１Ａ
（７１Ｂ）の方が第２ドロワコネクタ７２Ａ（７２Ｂ）よりも早く接続されることとなり
、主制御基板８０へは第１ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）からの各種の電源の方が、第
２ドロワコネクタ７２Ａ（７２Ｂ）の信号よりも早く供給されることとなる。
　更に第１ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）内においても、各種の電源線の接続端子を信
号線の接続端子よりも前記一方の側縁寄りの位置に設けたので電源の方が信号より早く基
板へ供給される。
【００７６】
　第３ドロワコネクタ７２Ａ（７２Ｂ）は、第１ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）の上方
位置に設置され、かつ前記一方の側縁４０３（３０３）側の端部の１番、２番ピンが第１
ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）の１番、２番ピンと上下方向に同一位置となるように設
けられている。
　これによれば、第１ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）と第３ドロワコネクタ７３Ａ（７
３Ｂ）とは、両者の１番、２番ピンがほぼ同時に接続されることとなる。この場合、第３
ドロワコネクタ７３Ａ（７３Ｂ）にはその３番、４番ピンに演出図柄制御基板８２のＣＰ
Ｕ駆動用のＤＣ１２ＶＡ電源が接続されており、該電源の方が第１ドロワコネクタ７１Ａ
（７１Ｂ）の５番、６番ピンの主制御基板８０のＣＰＵ駆動用のＤＣ５ＶＡ電源よりも早
く供給される。尚、前記ＤＣ１２ＶＡ電源は演出図柄制御基板８２のＣＰＵ駆動用の電源
電圧を生成するものであり、これから３．３Ｖの電源電圧を生成して演出図柄制御基板８
２のＣＰＵを駆動せしめる。
　第３ドロワコネクタ７３Ａ（７３Ｂ）内においても、各種の電源線の接続端子を信号線
の接続端子よりも前記一方の側縁寄りの位置に設けたので電源の方が信号より早く基板へ
供給される。
【００７７】
　以上のように構成された本実施形態のパチンコ機によれば、内枠３０側から主制御基板
８０へ電源を供給する第１ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）、内枠３０側から主制御基板
８０へ信号通信を行う第２ドロワコネクタ７２Ａ（７２Ｂ）、内枠３０側から演出図柄制
御基板８２への電源の供給および信号通信を行なう第３ドロワコネクタ７３Ａ（７３Ｂ）
はいずれも、内枠３０へ遊技盤４０を組付ける際の回転中心寄りの１番、２番ピンをＧＮ
Ｄ線としたので、コネクタの接続時にＧＮＤ線が最初に接続され、各基板８０，８２では
電源電圧および信号電圧のローレベル基準が定まり、その後に電源線や信号線が接続され
たときに設計値を超えるような電圧がかかることがなく、安定した電源電圧や信号が供給
されるので、主制御基板８０や演出図柄制御基板８２の破損を防ぐことができる。
【００７８】
　主制御基板８０においては、電源を供給する第１ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）の方
が、信号通信を行なう第２ドロワコネクタ７２Ａ（７２Ｂ）よりも早く接続されて先に電
源が供給され、かつ第１ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）内でも信号よりも先に電源が供
給されるので、主制御基板８０上の各種のＩＣ類が起動した状態でこれらにより確実に各
種の信号を送受信することができる。即ち、信号線といっても電気的な信号であるため、
電源が供給されていない状態で信号が送信されてしまうと信号が不安定で制御基板の誤動
作、故障の原因になるが、信号線よりも先に電源線が接続されるので、各種の信号を安定
した状態で通信することができ主制御基板８０の誤動作、故障を防ぐことができる。
　更に、第１ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）内において複数種類の電源の中で主制御基
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板８０のＣＵＰ用の電源を最初に供給するようにしたので、ＣＰＵを早く起動させてＣＰ
Ｕが安定してから確実な信号の送受信が可能となり、誤動作や故障を防ぐ効果をより向上
させることができる。
【００７９】
　また第３ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）により電源の供給および信号通信が行なわれ
る演出図柄制御基板８２においても、信号よりも先に電源が供給され、かつ電源の中でも
ＣＰＵ駆動用の電源を最初に供給するので、前記主制御基板８０と同様の作用効果を奏す
る。
【００８０】
　更に、主制御基板８０と演出図柄制御基板８２とでは、演出図柄制御基板８２は主制御
基板８０からの信号を受信する構成である。そして第１および第３ドロワコネクタ７１Ａ
（７１Ｂ）、７３Ａ（７３Ｂ）の接続時に、演出図柄制御基板８２のＣＰＵ駆動用電源の
方が主制御基板８０のＣＰＵ駆動用電源よりも先に供給されるので、演出図柄制御基板８
２はそのＣＰＵが起動し安定してから主制御基板８０からの信号を確実に受信することが
できる。
　特に、主制御基板８０側に遅延回路等を設け、主制御基板８０よりも演出図柄制御基板
８２等を早く立ち上げるようにすることが行なわれる場合、遅延回路等の作用と相まって
より確実に主制御基板よりも演出図柄制御基板等のサブ制御基板を早く立ち上げ、主制御
基板から送られてくる信号を確実に受信させることができる。
【００８１】
　また本実施形態では第１、第２および第３ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）、７２Ａ（
７２Ｂ）、７３Ａ（７３Ｂ）はそれぞれ、遊技盤４０をパチンコ機に組付ける時の押し込
み側のコネクタ側端部が、パチンコ機の前面の横幅方向に対して後方位置となるように所
定の角度で傾斜する傾斜状に設けられているので、遊技盤４０の組付け時に、前記押し込
み側のコネクタ側端部側の接続端子から接続される可能性がある。しかし第１、２、３ド
ロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）、７２Ａ（７２Ｂ）、７３Ａ（７３Ｂ）はそれぞれ、押し
込み側のコネクタ側端部においてもＧＮＤが接続される構成にしたので、万が一、他端側
から接続されたとしても、ＧＮＤが先に接続され、基板等が破損されることはない。
【００８２】
　また、本実施形態の変形例として、例えば、第１、第２および第３ドロワコネクタを図
１８（ａ）または図１８（ｂ）に示す図例のように配置してもよい。
【００８３】
　図１８（ａ）は図１７と同様に図面の左側が、遊技盤４０を内枠３０に組付けるときの
回転中心に当たる。本図例では、前記回転中心寄りに第３ドロワコネクタ７３Ａ（７３Ｂ
）を設置し、第３ドロワコネクタ７３Ａ（７３Ｂ）の右側で、水平方向延長線上の位置に
、順に第１ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）、第２ドロワコネクタ７２Ａ（７２Ｂ）を設
けるようにしてもよい。
【００８４】
　図１８（ｂ）に示す図例は、下方から第１ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）、第２ドロ
ワコネクタ７２Ａ（７２Ｂ）および第３ドロワコネクタ７３Ａ（７３Ｂ）を上下位置に配
置する。そして、第１ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）に対して第２ドロワコネクタ７２
Ａ（７２Ｂ）は、その１番、２番ピンが第１ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）の主制御基
板８０のＣＰＵ駆動用の電源を供給する５番、６番ピンと上下にほぼ同じ位置又は５番、
６番ピンよりも右側にくるように配置する。更に第１ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）に
対して第３ドロワコネクタ７３Ａ（７３Ｂ）は、演出図柄制御基板８２のＣＰＵ駆動用の
電源を供給する３番、４番ピンが第１ドロワコネクタ７１Ａ（７１Ｂ）の３番、４番ピン
（ＣＰＵ駆動用の電源の５番、６番ピン）よりも左側で前記回転中心寄りとなるように配
置してもよい。
　また、コネクタを３つ設けた構成に限らず、２つの構成、４つないしそれ以上の構成に
適用してもよい。
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【００８５】
　［第２実施形態］
　次に、第２実施形態について、説明する。第２実施形態では、上述した第１実施形態の
図１１、図１２、図１４、及び図１６に代わって、図１９、図２０、図２１、及び図２２
を参照して説明し、他の構成は第１実施形態と同様であるので、第１実施形態の図１１、
図１２、図１４、及び図１６以外の図面及び説明を援用するものとして、ここでの図示及
び説明は割愛する。
【００８６】
　先ず、上述したように、第２実施形態は、以下に説明する構成において第１実施形態と
相違し、他の構成は共通する。本実施形態は、第１実施形態と比較して、遊技盤４０側に
設けられた主制御基板８０に係るバックアップ電源生成手段を、内枠３０側に設けられた
電源基板６５にて生成するのではなく、遊技盤４０側の構成である盤枠配線中継端子板９
２（遊技盤中継基板）に備えた点を第１の特徴とする。
　また、電源遮断時における賞球等に関する情報の記憶を、払出制御基板８１（賞球制御
手段、又は賞球制御装置）ではなく、主制御基板８０（主制御手段、又は主制御装置）に
担わせた点を第２の特徴とする。以下、図示しつつ詳細に説明する。
【００８７】
　図１９ないし図２２に基づいて、内枠３０側の電源基板６５や払出制御基板８１等と、
遊技盤４０側の主制御基板８０や演出図柄制御基板８２等との電源線および信号線等の接
続の構成を説明する。
　図１９および図２０、加えて図１３に示したように、電源基板６５には、パチンコ機外
部の遊技施設側からＡＣ２４Ｖ電源が、内枠３０側に設けられた電源中継基板９０および
第１中継端子板（中継端子板１）９１を介して供給（給電）される。また電源基板６５は
グランド線（ＧＮＤ）がパチンコ機の板金部に接続してある。
【００８８】
　電源基板６５は、ＧＮＤ、電源基板６５が生成したＤＣ１２ＶＡ電源、ＤＣ５ＶＡ電源
、を払出制御基板８１へ給電するとともに、ＲＷＭ初期化信号および停電検出信号１，２
を払出制御基板８１へ送信可能に接続されている。
　また電源基板６５は、ＧＮＤ、電源基板６５が生成したＤＣ３２ＶＡ電源、ＤＣ１８Ｖ
Ｂ電源、ＤＣ１２ＶＢ電源、ＤＣ１２ＶＡ電源、ＤＣ５ＶＡ電源、を第１中継端子板９１
へ給電するとともに、ＲＷＭ初期化信号および停電検出信号１，２を第１中継端子板９１
へ送信可能に接続されている。
【００８９】
　なお、本実施形態では、第１実施形態と異なり、電源基板６５はメモリバックアップ用
のバックアップ電源としてＤＣ５ＶＢＢ電源を生成しない構成となっている。
【００９０】
　また、電源基板６５はメモリバックアップ用のバックアップ電源としてＤＣ５ＶＢＢ電
源を生成しないことで、払出制御基板８１に対して、メモリバックアップ用のバックアッ
プ電源を供給しない。したがって、本実施形態の払出制御基板８１は、電源が遮断された
とき、遮断時の未払出球数等の払出制御に係る情報を保持することは不能となっている。
【００９１】
　図１９および図２１、加えて図１３に示すように、前記各種の電源および前記各種の信
号のうち、ＧＮＤ、ＤＣ５ＶＡ電源、ＤＣ１２ＶＡ電源、ＤＣ３２ＶＡ電源、ＲＷＭ初期
化信号および停電検出信号１，２が第１中継端子板９１を介して枠側第１ドロワコネクタ
７１Ｂへ接続される。
【００９２】
　これらの電源および信号が接続された枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂの接続端子のピン
配置は図２２（ａ）に示すように構成してある。上下に２段、横方向に８ピンずつ並設さ
れた１６ピンからなる第１ドロワコネクタ７１Ｂには、遊技盤４０を内枠３０に組付ける
際に回転中心となる一方の側縁４０３（３０３）側の端部の上下の１番ピン、２番ピンお
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よびこれらに隣接する３番ピン、４番ピンにＧＮＤが接続されている。
【００９３】
　そしてＧＮＤを除く電源および信号の中では最も前記回転中心寄りとなる上下の５番ピ
ン，６番ピン、および７番ピンに主制御基板８０のＣＰＵ駆動用の電源であるＤＣ５ＶＡ
電源が接続されている。そして、８，９番ピンにＤＣ１２ＶＡ電源が、１０，１１番ピン
にＤＣ３２ＶＡ電源が接続され、更に１２，１３，１４番ピンにそれぞれＲＷＭ初期化信
号および停電検出信号１，２が接続され、１５，１６番ピンにＧＮＤが接続されている。
【００９４】
　このように本実施形態では、上記７番ピンには、主制御基板８０のＣＰＵ駆動用の電源
であるＤＣ５ＶＡ電源が接続されており、電源基板６５からのメモリバックアップ用のバ
ックアップ電源としてＤＣ５ＶＢＢ電源が接続される構成は採用されていない。
　ＤＣ１２ＶＡ電源は遊技球を検出するためのスイッチ類の電源、保留記憶数や特図、普
図を表示するためのＬＥＤ類の表示用等の電源として使用される。ＤＣ３２ＶＡ電源は特
図始動口４１４を開放するためソレノイドや大入賞口４１５を開放するためのソレノイド
等の電源として使用される。
【００９５】
　勿論、枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂと接続される盤側第１ドロワコネクタ７１Ａのピ
ン配置も同様の構成である。
【００９６】
　本実施形態の盤枠配線中継端子板９２には、図２１に示すように、盤側第１ドロワコネ
クタ７１Ａと、主制御基板８０へ接続するための主制御装置供給コネクタ９２Ａまでの途
中に、バックアップ電源生成手段９９を備える。主制御装置供給コネクタ９２Ａは、１番
ピン～１６番ピンを具備し、上述した盤側第１ドロワコネクタ７１Ａの１番ピン～１６番
ピンに供給された電源（７番ピンのＤＣ５ＶＡはバックアップ電源生成手段９９にてＤＣ
５ＶＢＢに生成）及び信号を、前記１番ピン～１６番ピンを介して、主制御基板８０側の
、主制御装置受給コネクタ８０Ａに供給する。
【００９７】
　バックアップ電源生成手段９９は、主制御基板８０のメモリバックアップ用のバックア
ップ電源として、ＤＣ５ＶＢＢ電源を生成するための装置である。バックアップ電源生成
手段９９は、盤枠配線中継端子板９２の盤側第１ドロワコネクタ７１Ａと、主制御装置供
給コネクタ９２Ａとの間に設けられる。バックアップ電源生成手段９９は、盤側第１ドロ
ワコネクタ７１Ａを介して入力されたＤＣ５ＶＡ電源、ＤＣ１２ＶＡ電源、ＤＣ３２ＶＡ
電源の内の、その一部であるＤＣ５ＶＡ電源を利用することで、ＤＣ５ＶＢＢを生成する
。該ＤＣ５ＶＢＢは、主制御装置供給コネクタ９２Ａを介して、主制御基板８０に供給さ
れる。
【００９８】
　よって、本実施形態では、図２１に示すように、遊技盤４０側において盤側第１ドロワ
コネクタ７１Ａおよび、バックアップ電源生成手段９９が取付けられた盤枠配線中継端子
板９２を介して、主制御基板８０へ、ＧＮＤ、ＤＣ５ＶＡ電源、ＤＣ１２ＶＡ電源、ＤＣ
３２ＶＡ電源、さらにＤＣ５ＶＡ電源を利用してバックアップ電源生成手段９９で生成さ
れたＤＣ５ＶＢＢ電源、が供給され、ＲＷＭ初期化信号および停電検出信号１，２が通信
可能に接続される。
【００９９】
　より詳述すると、図２１に示すように、接続された枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂの７
番ピンおよび盤側第１ドロワコネクタ７１Ａの７番ピンを介してＤＣ５ＶＡが入力され、
該ＤＣ５ＶＡを利用して、盤枠配線中継端子板９２に設けられたバックアップ電源生成手
段９９が、バックアップ電源としてのＤＣ５ＶＢＢ電源を生成し、該ＤＣ５ＶＢＢ電源を
盤枠配線中継端子板９２の図示右上部の７番ピンおよび主制御基板８０の図示左上部の７
番ピンを介して、主制御基板８０に送電可能に構成されている。
【０１００】
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　これにより、例えば遊技中に何らかの不具合が発生して、原因究明のために遊技盤４０
を内枠３０から取り外して調査しなければならなくなり、枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂ
と盤側第１ドロワコネクタ７１Ａの接続状態が解除されて、内枠３０に設けられた電源基
板６５からの電源が、遊技盤４０に設けられた主制御基板８０に供給されない状態となっ
た場合であっても、盤側第１ドロワコネクタ７１Ａが設けられた盤枠配線中継端子板９２
に、主制御基板８０のメモリバックアップ用のバックアップ電源（ＤＣ５ＶＢＢ電源）を
生成するバックアップ電源生成手段９９を具備しているので、主制御基板８０に記憶され
た情報の揮発を回避することが出来、遊技途中であった遊技者に損害を被らせることを防
止できると共に、不具合を放置することなく原因究明を確実に行うことが出来る。
【０１０１】
　また、バックアップ電源生成手段９９を新設するにあたり、固有の新たな基板を備える
のではなく、従来から設けられてきた盤枠配線中継端子板９２に設けるようにしたので、
狭隘化が進む遊技盤側の領域に、バックアップ電源生成手段９９を設けるための新たなス
ペースを確保する必要がなく、容易にバックアップ電源生成手段９９を設けることができ
る。
【０１０２】
　また、同様に、バックアップ電源生成手段９９を新設するにあたり、固有の新たな基板
を備えるのではなく、従来から設けられてきた盤枠配線中継端子板９２に設けるようにし
たので、遊技盤側に設けられた他の構成との配置関係に制約されることなく、容易にバッ
クアップ電源生成手段９９を設けることができる。
【０１０３】
　さらに、バックアップ電源生成手段９９を主制御基板８０に直接設けるのではなく、盤
枠配線中継端子板９２に設けるようにしたので、予め不正に確変状態等の有利な状態を仕
込んだ不正な主制御基板に交換出来てしまう危険性がない。
【０１０４】
　なお、本実施形態の、盤側第２ドロワコネクタ７２Ａ、枠側第２ドロワコネクタ７２Ｂ
、盤側第３ドロワコネクタ７３Ａ、枠側第３ドロワコネクタ７３Ｂ、については、第１実
施形態と同様の構成である。
【０１０５】
　なお、図示しないが、本実施形態の主制御基板８０へは、遊技盤４０の遊技領域４１に
配設された、各種入賞口等への入賞に起因して発生した賞球に係る払出情報が入力される
よう構成されている。さらに、主制御基板８０は、該払出情報を、記憶可能な所定のメモ
リを具備する。該メモリは、電源遮断時に遊技盤４０を内枠３０から取り外した際におい
ても、上述したバックアップ電源生成手段９９（図２１参照）で生成されたＤＣ５ＶＢＢ
電源によって、バックアップ可能となっている。
【０１０６】
　このように本実施形態では、払出制御基板８１の払出制御により生成された払出情報を
、主制御基板８０にて記憶し、該主制御基板８０に対してバックアップ電源（ＤＣ５ＶＢ
Ｂ電源）を備えるようにした。また、上述したように、電源基板６５は払出制御基板８１
に対して、メモリバックアップ用のバックアップ電源としてＤＣ５ＶＢＢ電源を生成しな
いことで、本実施形態の払出制御基板８１は、電源が遮断されたとき、遮断時の未払出球
数等の払出制御に係る情報を保持することは不能とした。
　これにより、何らかの不具合発生に伴う原因究明のため、遊技中に電源を遮断して、遊
技盤４０を内枠３０から取り外しても、バックアップ電源（ＤＣ５ＶＢＢ電源）によりバ
ックアップされた主制御基板８０が、未払出に係る払出情報を記憶保持可能となっている
ので、遊技者に不利益を被らせるおそれがない。
【０１０７】
　以上、本発明の実施の形態を説明してきたが、これに限定するものではない。例えば、
上述した実施形態では、賞球を機外に払い出す構成を例示したが、これに限らず、パチン
コ機台内に所定数の遊技球が封入され、封入された遊技球を遊技盤の遊技領域に向けて発
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射するとともに、発射された遊技球を回収し、回収した遊技球を再度発射することで内部
の所定数の遊技球を循環的に使用して遊技を行うと共に、入賞に基づいて付与される獲得
遊技球数に係るデータを発射可能な遊技球数データに付加する、封入式パチンコ機に適用
してもよい。
【０１０８】
　また、第２実施形態において、内枠３０側に、枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂを備える
遊技枠側中継基板を設けるようにしても良い。これにより、枠側第１ドロワコネクタ７１
Ｂを内枠３０側に設ける上で、内枠３０に直接に配設するのではなく、遊技枠側中継基板
上に搭載した上で、該基板を内枠３０に設けるようにするので、取り付けが容易となる。
【０１０９】
　また、第２実施形態（図１９～図２１参照）において、電源基板６５で、ＤＣ５ＶＡ、
ＤＣ１２ＶＡ、およびＤＣ３２ＶＡの電源が生成され、該電源が枠側第１ドロワコネクタ
７１Ｂと盤側第１ドロワコネクタ７１Ａを介して、盤枠配線中継端子板９２に入力され、
ＤＣ５ＶＡを利用してバックアップ電源生成手段９９がＤＣ５ＶＢＢを生成し、該ＤＣ５
ＶＢＢを主制御基板８０に送電する構成とした。しかし、この構成に限らず、例えば電源
基板６５では、少なくともＤＣ１２ＶＡを生成し、ＤＣ５ＶＡは生成しないようにしても
良い。また、バックアップ電源生成手段９９は、第２実施形態と同様に、盤枠配線中継端
子板９２に設けるようにしても良い。さらに、主制御基板８０は、電源基板６５から盤枠
配線中継端子板９２を介して、前記ＤＣ１２ＶＡが入力されて来たら、該ＤＣ１２ＶＡを
ＤＣ５ＶＡに変換する処理を行い、該変換して生成されたＤＣ５ＶＡを盤枠配線中継端子
板９２の前記バックアップ電源生成手段９９に供給し、該バックアップ電源生成手段９９
は供給されたＤＣ５ＶＡを利用してＤＣ５ＶＢＢを生成し、該ＤＣ５ＶＢＢによって主制
御基板８０はメモリをバックアップするようにしても良い。これにより、電源基板６５は
、生成する電源の種別を減少させることができ、構成が簡易となることでコストダウンを
図ることができる。
【０１１０】
　また、第２実施形態（図１９～図２２参照）において、バックアップ電源生成手段９９
が生成したＤＣ５ＶＢＢを、主制御基板８０にのみ供給する構成としたが、この構成に加
えて、内枠３０側に、前記バックアップ電源生成手段９９とは別のバックアップ電源生成
手段を備えて、該別のバックアップ電源生成手段が生成したＤＣ５ＶＢＢを、払出制御基
板８１にも供給するようにしても良い。このとき、主制御基板８０は第２実施形態と異な
り、未払出の払出情報を記憶せず、供給されたＤＣ５ＶＢＢによって遊技情報の記憶を保
持し、対して、払出制御基板８１は第２実施形態と異なり、未払出の払出情報を記憶し、
供給されたＤＣ５ＶＢＢによって該払出情報の記憶を保持するようにしても良い。
　このように構成したとき、遊技中に何らかの不具合により内枠３０から遊技盤４０を取
り外した場合であっても、払出制御基板８１へは個別のバックアップ電源生成手段が生成
したＤＣ５ＶＢＢが供給され、払出制御基板８１は払出情報を記憶保持することが可能と
なる。よって、内枠３０から遊技盤４０を取り外しても、或いは取り外さなかったとして
も、パチンコ機１は、払出情報を確実に保持可能な構成となっている。
【０１１１】
　さらに、上述した第２実施形態では、電源基板６５は、主制御基板８０のＣＰＵ駆動用
の電源として、ＤＣ５ＶＡ電源を、遊技球を検出するためのスイッチ類の電源、保留記憶
数や特図、普図を表示するためのＬＥＤ類の表示用等の電源として、ＤＣ１２ＶＡ電源を
、特図始動口４１４を開放するためのソレノイドや大入賞口４１５を開放するためのソレ
ノイド等の電源として、ＤＣ３２ＶＡ電源を、さらに、バックアップ電源生成手段９９は
、主制御基板８０のメモリバックアップ用のバックアップ電源として、ＤＣ５ＶＢＢ電源
を生成する構成を例示した。しかし、このような各用途に対して生成される各種電源の電
圧は、上述した５Ｖ、１２Ｖ、３２Ｖに限定するものではなく、各用途として供給された
ときに充分に用途に耐え得る電圧であれば他の電圧であっても良い。例えば、５Ｖが５．
５Ｖであっても、使用上問題が無ければ良い。
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【０１１２】
　［第３実施形態］
　次いで、上述した第２実施形態（図１９～図２２参照）においては、バックアップ電源
生成手段９９が生成したＤＣ５ＶＢＢを、主制御基板８０にのみ供給する構成とした。し
かし、これに限らず、前記バックアップ電源生成手段９９が生成したＤＣ５ＶＢＢを、内
枠３０側の払出制御基板８１にも供給する構成も考案される。
　この点、先ず第２実施形態に係るパチンコ機１の電気的な概略構成について、改めて図
２３を参照して説明する。図２３は、上記図１９～図２２で説明した第２実施形態の特徴
的な電気的構成を、簡略化した概略電気配線図である。第２実施形態のパチンコ機１は、
主制御基板８０を備えた遊技盤４０と、電源基板６５及び払出制御基板８１を備えた内枠
３０とを備える。遊技盤４０と内枠３０は、盤側第１ドロワコネクタ７１Ａと枠側第１ド
ロワコネクタ７１Ｂとによって接続される。また、該接続によって電源基板６５から主制
御基板８０に供給される電源を利用して、盤側第１ドロワコネクタ７１Ａを備えてなる盤
枠配線中継端子板９２（図示省略）に設けられたバックアップ電源生成手段９９が、主制
御基板８０のバックアップ電源（ＤＣ５ＶＢＢ）を生成可能な構成となっている。
【０１１３】
　さらに、上述した第２実施形態では説明しなかったが、電源基板６５から主制御基板８
０に向けて設けられた配線上、より具体的には、遊技盤４０側の構成であって盤側第１ド
ロワコネクタ７１Ａの配線上で、バックアップ電源生成手段９９の電源基板６５方向の配
線箇所には、電源基板６５に向けて電流が逆流することを防止（逆流防止機能、或いは整
流機能）する、ダイオード１００が設けられている。これにより、電源基板６５で生成さ
れた電源は、常に電源基板６５から主制御基板８０に向かう方向で流れるよう構成される
。
【０１１４】
　このような第２実施形態の構成を前提として、バックアップ電源生成手段９９で生成し
たバックアップ電源を、主制御基板８０にのみ供給する当該構成に加えて、払出制御基板
８１にも供給する構成とした場合、図に破線にて示した配線を新設する方法を採用するこ
とが想定される。すなわち、主制御基板８０の駆動電源及びバックアップ電源を供給する
ために、盤側第１ドロワコネクタ７１Ａ（該ドロワコネクタを具備した盤枠配線中継端子
板９２）から主制御基板ＣＰＵに向かって設けられた配線とは別に設けられ、該配線とは
分岐して払出制御基板ＣＰＵに向かって払出制御基板８１のバックアップ電源を供給する
ための専用の配線が設けられた構成が考えられる。該配線は、図示のとおり、内枠３０に
遊技盤４０が取り付けられた状態で、電源基板６５から枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂ、
ダイオード１００、及び盤側第１ドロワコネクタ７１Ａを介してバックアップ電源生成手
段９９に至る配線とは別に設けられている。また、電源基板６５は、払出制御基板８１に
対して、５Ｖの駆動用電源を供給している。
　したがって、内枠３０に遊技盤４０が取り付けられた状態、すなわち図示、枠側第１ド
ロワコネクタ７１Ｂと盤側第１ドロワコネクタ７１Ａが電気的に接続された状態では、電
源基板６５、払出制御基板８１のＣＰＵ、ダイオード１００、及びバックアップ電源生成
手段９９は、個々を接続する配線によって、閉じた回路となっている。当該状態にて、電
源基板６５からの電源供給が途絶した場合には、バックアップ電源生成手段９９が生成し
たバックアップ電源、すなわち主制御基板８０用のバックアップ電源と、払出制御基板８
１用のバックアップ電源とが、各々上記した異なる配線を通じて対象となる主制御基板用
ＣＰＵまたは払出制御基板用ＣＰＵに供給される。
　このように、主制御基板８０と払出制御基板８１は、それぞれ個別にバックアップ電源
が供給されるので、主制御基板８０は第２実施形態と異なり、未払出の払出情報を記憶せ
ず、供給されたＤＣ５ＶＢＢによって遊技情報の記憶を保持する。また、これに対して、
払出制御基板８１は第２実施形態と異なり、未払出の払出情報を記憶し、供給されたＤＣ
５ＶＢＢによって該払出情報の記憶を保持する構成とすることが出来る。
　この際、主制御基板８０が記憶する遊技情報とは、例えば、パチンコ機１が制御されて
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いる現在の遊技状態の種別（低確率且つ時短無し状態、低確率且つ時短有り状態、高確率
且つ時短無し状態、及び高確率且つ時短有り状態、の何れかの種別）や、始動口への入賞
に係る情報、保留記憶に係る情報等、の情報である。
【０１１５】
　ところで、このような構成とした場合、主制御基板８０だけでなく払出制御基板８１も
バックアップ可能となるが、次のような課題も同時に発生する。すなわち、例えば不具合
が発生して、その原因究明の為等の、何らかの事情により、内枠３０から遊技盤４０を取
り外した状態、すなわち、枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂと盤側第１ドロワコネクタ７１
Ａが電気的に非接続とされた状態では、主制御基板８０だけにバックアップ電源がバック
アップ電源生成手段９９から供給される。しかし、枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂと盤側
第１ドロワコネクタ７１Ａが電気的に非接続となって払出制御基板８１への配線が開放（
電気的に切断）されているため、バックアップ電源生成手段９９は払出制御基板８１に対
してバックアップ電源を供給することは出来ない。よって、不具合の原因究明が為された
後等に、再度遊技盤４０を内枠３０に取り付けたとしても、払出制御基板８１のＣＰＵは
、取り外し前における、つまり遊技中断の直前の未払出に係る情報等が消失（揮発）して
しまう等、遊技者に不利益を被らせてしまう虞があった。
【０１１６】
　また、図２３で破線にて示したように、払出制御基板８１に係るバックアップ電源を供
給するための専用の配線を備えた、としても、内枠３０から遊技盤４０を取り外した状態
、つまり枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂから盤側第１ドロワコネクタ７１Ａを抜去した状
態において、電源基板６５により電源投入されると、払出制御基板８１のバックアップ電
源用端子（配線）の電圧が不定となってしまい、不具合が発生する虞があった。
　つまり電源基板６５によって電源投入されているときに、内枠３０に遊技盤４０が取り
付けられた状態（枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂと盤側第１ドロワコネクタ７１Ａが接続
された状態）であれば、バックアップ生成用の電源が、払出制御基板８１のＣＰＵのバッ
クアップ電源端子に入力されることになる。また、このように内枠３０に遊技盤４０が取
り付けられた状態で、電源が遮断されると、バックアップ電源生成手段９９で生成された
バックアップ電源が、破線で示した回線を介して払出制御基板８１のＣＰＵのバックアッ
プ電源端子に入力される。しかし、内枠３０から遊技盤４０が取り外された状態（枠側第
１ドロワコネクタ７１Ｂと盤側第１ドロワコネクタ７１Ａが非接続となった状態）であれ
ば、上記バックアップ電源端子にバックアップ電源が入力されないことになってしまう。
この場合、ＩＣ駆動用の電源５Ｖは、電源基板６５から払出制御基板８１のＣＰＵに入力
されるが、一方、上記バックアップ電源端子には電源が入力されない状況が発生し、正常
な入力状態ではなくなってしまうことから、ＣＰＵの故障を原因にもなりかねない。
　さらに換言すると、枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂから盤側第１ドロワコネクタ７１Ａ
を抜去した状態では、電源基板６５と払出制御基板８１を含む回路は、枠側第１ドロワコ
ネクタ７１Ｂにおいて、開いた状態となっている。つまり、電源基板６５から主制御基板
８０に向けて駆動電源を供給するための配線は、枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂにおいて
途絶している。また、破線にて示したバックアップ電源生成手段９９から払出制御基板８
１に向けてバックアップ電源を供給するための配線も、枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂに
おいて途絶している。よって、両配線は電気的接続状態にないことから、回路が開いた状
態となっている。
　さて、このような状態にて、電源基板６５から電源が投入されたとすると、電源基板６
５から払出制御基板８１のＣＰＵには駆動用電源の供給用配線が接続されているものの、
払出制御基板８１のＣＰＵのバックアップ電源供給用の配線は上記のとおり途絶して開い
た状態であるため、該バックアップ電源用端子（配線）の電圧が不定となってしまう状態
が発生するものである。
　そして、上記したような払出制御基板８１のバックアップ電源用端子（配線）の電圧が
不定となってしまう状態が発生すると、例えば、遊技機の開発段階において、内枠３０か
ら遊技盤４０を取り外した状態で電源投入して、様々な検証を行う必要があり、そのよう
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な場合に、開発が滞ってしまうという問題があった。
【０１１７】
　このように、図２３に示すように、遊技盤４０側にバックアップ電源生成手段９９を設
け、該バックアップ電源生成手段９９によって主制御基板８０および払出制御基板８１の
バックアップ電源を生成するようにし、生成した払出制御基板８１用のバックアップ電源
を、電源基板６５から主制御基板８０の駆動電源供給用の配線とは別に備えた配線によっ
て払出制御基板８１に供給するように構成した場合、上述したような課題が発生すること
となる。
　本願発明の第３実施形態は、このような課題に鑑み為されたものであって、以下に図２
４を参照して第３実施形態について説明する。
【０１１８】
　図２４は、第３実施形態の弾球遊技機であるパチンコ機１００１の概略電気配線図であ
る。第３実施形態は、上述した図２３の構成とは、ダイオードの配設位置や払出制御基板
へのバックアップ電源供給用の配線の構成等について相違し、他の構成は概ね同じである
。一応、図２３の構成と第３実施形態の構成との対応関係は、パチンコ機１がパチンコ機
１００１に、内枠３０が内枠１０３０に、遊技盤４０が遊技盤１０４０に、払出制御基板
８１が払出制御基板１０８１に、電源基板６５が電源基板１０６５に、主制御基板８０が
主制御基板１０８０に、ダイオード１００がダイオード１１００に、バックアップ電源生
成手段９９がバックアップ電源生成手段１０９９に、枠側第１ドロワコネクタ７１Ｂが枠
側第１ドロワコネクタ１０７１Ｂに、盤側第１ドロワコネクタ７１Ａが盤側第１ドロワコ
ネクタ１０７１Ａに、それぞれ対応するものとする。
【０１１９】
　では、図２４を参照して第３実施形態のパチンコ機１００１の概略電気構成について説
明する。なお、図２３の構成説明と重複する点は、適宜割愛する場合もある。
　第３実施形態のパチンコ機１００１は、少なくとも電源基板１０６５および払出制御基
板１０８１を備えてなる内枠（遊技枠）１０３０と、少なくとも主制御基板１０８０を備
えてなる遊技盤１０４０を具備する。内枠１０３０は、枠側第１ドロワコネクタ１０７１
Ｂを備え、遊技盤１０４０は、盤側第１ドロワコネクタ１０７１Ａを備える。内枠１０３
０に遊技盤１０４０が取り付けられる際、枠側第１ドロワコネクタ１０７１Ｂに盤側第１
ドロワコネクタ１０７１Ａが装着されることで、内枠１０３０と遊技盤１０４０が電気的
に接続状態となる。
【０１２０】
　電源基板１０６５は、同じく内枠１０３０に設けられた払出制御基板１０８１のＣＰＵ
に対して、図示した第３配線を用いて駆動用５Ｖ電源を供給する。第３配線は、電源基板
１０６５から払出制御基板１０８１のＣＰＵまでを電気的に接続して電源供給可能な配線
である。
　さらに、電源基板１０６５は、上記払出制御基板１０８１のＣＰＵへの駆動用電源供給
用配線である前記第３配線とは別の配線を用いて、主制御基板１０８０のＣＰＵに対して
、枠側第１ドロワコネクタ１０７１Ｂおよび盤側第１ドロワコネクタ１０７１Ａを介して
、同じく駆動用５Ｖ電源を供給する。該主制御基板１０８０のＣＰＵへの駆動用電源供給
用配線は、電源基板１０６５と枠側第１ドロワコネクタ１０７１Ｂとの間に、ダイオード
１１００を備える。該ダイオード１１００は、電源基板１０６５から枠側第１ドロワコネ
クタ１０７１Ｂ方向への電気の流れが逆流することを防止する、換言すれば整流するため
に設けられている。また、該ダイオード１００を備えることによって、電源基板１０６５
による電源遮断時に、バックアップ電源生成手段１０９９で生成されたバックアップ電源
が、電源基板１０６５へ逆流することを防止している。
　なお、図示した主制御基板１０８０に搭載されたＣＰＵが、本発明の主制御ＣＰＵの一
例に相当し、同じく払出制御基板１０８１に搭載されたＣＰＵが、本発明の賞球制御ＣＰ
Ｕの一例に相当する。
【０１２１】
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　また、電源基板１０６５から主制御基板１０８０のＣＰＵへの駆動用電源の供給用配線
は、ダイオード１１００と枠側第１ドロワコネクタ１０７１Ｂまでの間に、分岐点を備え
る。該分岐点は、枠側第１ドロワコネクタ１０７１Ｂへの第１配線と、払出制御基板１０
８１のＣＰＵに接続される第２配線とに分岐する点である。換言すれば、第２配線は、分
岐点から払出制御基板１０８１のＣＰＵまでを電気的に接続する配線である。また、第１
配線は、分岐点から枠側第１ドロワコネクタ１０７１Ｂまでを電気的に接続する配線であ
る。したがって、主制御基板１０８０の駆動用電源は、電源基板１０６５から、ダイオー
ド１１００、分岐点、第１配線、枠側第１ドロワコネクタ１０７１Ｂ、および盤側第１ド
ロワコネクタ１０７１Ａを介して、主制御基板１０８０のＣＰＵに供給される。
　また、電源基板１０６５、払出制御基板１０８１のＣＰＵの駆動用５Ｖ電源供給用の上
記配線、払出制御基板１０８１のＣＰＵ、ダイオード１１００、分岐点、及び第２配線で
構成される回路は、内枠１０３０の内部で閉じた回路となっている。つまり、内枠１０３
０から遊技盤１０４０が取り外されたとしても、電気的に該閉じた状態は維持される。
　なお、図２４では、ダイオード１１００および分岐点が、払出制御基板１０８１上に設
けられているように図示したが、便宜上このように示したに過ぎず、ダイオード１１００
および分岐点が、内枠１０３０の、つまり電源基板１０６５から枠側第１ドロワコネクタ
１０７１Ｂまでの間に設けられているのであれば、何れであっても良い。
【０１２２】
　また、主制御基板１０８０への駆動用電源供給用配線は、盤側第１ドロワコネクタ１０
７１Ａと主制御基板１０８０との間に（より具体的には、盤側第１ドロワコネクタ１０７
１Ａを具備してなる盤枠配線中継端子板９２に）、バックアップ電源生成手段１０９９を
備える。
　該バックアップ電源生成手段１０９９は、主制御基板１０８０用のバックアップ電源（
ＤＣ５ＶＢＢ）を生成し、該バックアップ電源をバックアップ電源生成手段１０９９から
主制御基板１０８０のＣＰＵへの配線を介して主制御基板１０８０のＣＰＵに供給する。
　また、バックアップ電源生成手段１０９９は、払出制御基板１０８１用のバックアップ
電源（ＤＣ５ＶＢＢ）を生成し、該バックアップ電源をバックアップ電源生成手段１０９
９から払出制御基板１０８１のＣＰＵへの配線を介して払出制御基板１０８１のＣＰＵに
供給する。詳述するならば、バックアップ電源生成手段１０９９は、払出制御基板１０８
１用のバックアップ電源を、盤側第１ドロワコネクタ１０７１Ａ、枠側第１ドロワコネク
タ１０７１Ｂ、第１配線、分岐点、および第２配線を介して、払出制御基板１０８１のＣ
ＰＵに供給するものである。
【０１２３】
　このように構成することで、本実施形態のパチンコ機１００１は、内枠１０３０に遊技
盤１０４０が取り付けられている場合、電源が遮断されたとしても、主制御基板１０８０
および払出制御基板１０８１は何れも、個々にバックアップ電源が供給されることにより
、記憶した情報が揮発してしまうことがない。
【０１２４】
　また、このように構成することで、本実施形態のパチンコ機１００１は、内枠１０３０
から遊技盤１０４０が取り外された場合、取り付けられている場合と同様に、主制御基板
１０８０は、バックアップ電源が供給されることにより、記憶した情報が揮発してしまう
ことがない。
　さらに、このように構成することで、本実施形態のパチンコ機１００１は、内枠１０３
０から遊技盤１０４０が取り外された状態において、電源を投入したとしても、内枠１０
３０上にて、上述したように、電源基板１０６５および払出制御基板１０８１のＣＰＵを
含む回路は電気的に閉じている、つまり払出制御基板１０８１用のバックアップ電源が供
給される第２配線（バックアップ電源端子）は電気的に閉じていることから、該第２配線
を流れる電圧は不定とはならず、不具合の発生を防止することができる。よって、内枠１
０３０のみに電源投入して開発上の検証を問題無く行うことが出来る。
【０１２５】
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　［特許請求の範囲との対応］
　上記実施形態の説明で用いた用語と、特許請求の範囲の記載に用いた用語との対応を示
す。
　主制御基板１０８０が、主制御装置の一例に、また、主制御基板１０８０に搭載された
ＣＰＵが主制御ＣＰＵの一例に、相当する。
　払出制御基板１０８１が、賞球制御装置の一例に、また、払出制御基板１０８１に搭載
されたＣＰＵが賞球制御ＣＰＵの一例に、相当する。
　電源基板６５が、電力供給手段の一例に、内枠３０が、遊技枠の一例に、パチンコ機１
００１が、遊技機の一例に相当する。
　盤側第１ドロワコネクタ１０７１Ａが、遊技盤側コネクタの一例に相当する。
　盤枠配線中継端子板９２が、遊技盤側中継基板の一例に相当する。
　枠側第１ドロワコネクタ１０７１Ｂが、遊技枠側コネクタの一例に相当する。
　メモリバックアップ用のバックアップ電源としてＤＣ５ＶＢＢ電源が、主制御装置用の
バックアップ電源および賞球制御装置用のバックアップ電源の一例に相当する。
　バックアップ電源生成手段１０９９が、バックアップ電源生成手段の一例に相当する。
　ダイオード１１００が、逆流防止手段の一例に相当する。
【符号の説明】
【０１２６】
１　パチンコ機（遊技機）
３０　内枠（遊技枠）
４０　遊技盤
５３　サポート部材
６５　電源基板
７１Ａ　盤側第１ドロワコネクタ（盤側第１コネクタ）
７１Ｂ　枠側第１ドロワコネクタ（枠側第１コネクタ）
７２Ａ　盤側第２ドロワコネクタ（盤側第２コネクタ）
７２Ｂ　枠側第２ドロワコネクタ（枠側第２コネクタ）
７３Ａ　盤側第３ドロワコネクタ（盤側第３コネクタ）
７３Ｂ　枠側第３ドロワコネクタ（枠側第３コネクタ）
８０　主制御基板
８２　演出図柄制御基板（サブ制御基板）
１００１　パチンコ機（遊技機）
１０３０　内枠（遊技枠）
１０４０　遊技盤
１０６５　電源基板
１０７１Ａ　盤側第１ドロワコネクタ（盤側第１コネクタ）
１０７１Ｂ　枠側第１ドロワコネクタ（枠側第１コネクタ）
１０８０　主制御基板
１０８１　払出制御基板
１０９９　バックアップ電源生成手段
１１００　ダイオード
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